
１ 入札の事後審査
今回次降はふたたび価格単一基準の入札の話に

も どそう と 思う。 タ ネ はや はり 外 国 ダネ で ある。

日 本 の話 を使 いた いの だ が， 最初 に 欝い た 様に，

日 本 で は入 札に 関係 した 研究文 献 が 全く な いの だ

から どう に も なら ない。 かろう じて ある の は談 合

の批 判， 擁 護 の法 偉論 な い し文 化諭 （？） 随 筆位

な も の で あ る。

た だ 外国 ダ ネ を利用 して 空 しい のは， 彼 等 の 理

論 なり 実態 調 査 なり が， 入 札 はい ず れにせ よ 自立

した企 業 間の 競 争 であ ると いう 前 提 でな り立 って

い る こと で ある。 筆 者 の長 年 にわ たる 観 察 によ れ

ば， こ の前 提 はほ ぼ１０ｃ％ に 近く， わ が周 辺 では 成

立 し な い。 した が っ て 外 国 ダ ネ を 使 って 何 か を

言 っ て も
，

い か に も 現 実 性 を 欠 き， つ ま り 読 ん で

く だ さ る人 が どれ だ けあ る かわ から ぬ が， 読 者の

胸の うち に ひ びか な いだ ろう と 思う の であ る。

例 えば最 近 業 界か ら闘 こ えて 来 る一 番大 き な声

は ダ ン ピ ン グ 諭 で あ る。

ダ ンピ ン グが 好ま しい も の でな い こと は認 め ら

れ る。 しいて い え ばこ れ は入 札者 倒の 問 題で あ っ

て， 世 の 中 に は そ う い う の も い る か ら， ま ず は 入

札 者 自身 でそ の 対策 をた て る のが 第 一 である。 そ

れも 集団 的 にで は なく， 個 別 の企 業 と して対 策 が

あ り 得る か を研 究 する こ とで ある。 た だ ちに 発 注

者 側 やそ の制 度 に 対策 を 要望す れ ばよい と いう こ

とに は なら な い。 そ れは 甘 えで ある。 流通 分野 そ

の他 で いわ ゆる 価 格破 壊考 に 周辺 が どう 対 応 して

いる か な どは当 面 の 研究 課題 だ ろう。

い う ま でも なく 制度 的 対応 が 不必 要 という こ と

で はな い。 連 載の（２〕に書 いたイ ギリ ス の例 な どは

参 考に なる。 く り 返 し を避 ける が， 最 低札 即 時落

札 とな ら ない 制度 で，
一 番 札か ら 順に 入札 内 容 に

っ いて 審 査 をお こな う。 妥 当 でな い内 容 のも の を

除 外す る。 例 え ば単 価 が著 しく 安 いもθ）に は合 理

的な 説明 が 求め ら れる。 出 来 な けれ ば二 番札 に う

つ る。 イ ギリ ス は 公開 数鐙 書 を使 う場 合 が多 い こ

と， 発受注者両側でサーベヤ （積算士） が接衝当

事者 に なる な どの 背景 シス テ ム が少 し違う。 低 価

格調 査制 度 の 様に 特 別の 場合 ではな く， これ は通

常 の手 続き である。

１ 入札に影響を与える要因
さて一般競争が今後の日本の公共工事入札のモ

デル であ り 得る か どう か はわ か ら稼 い。 今度 の 契

約制 度改 革 で， 少 なく と も一 部， とく に 大 規模 工

事の 領域 で， それ が拡 大 する だ ろう こ と は予測 さ

れ る
。

そ の場 合 入 札に 参 加す るか しない か が豪 ず 受注

者 にとっ て 間 題と な る。 こ の点 は指 名 競 争に おい

ても いわ ゆ る 意向 確 認型 な いし 公募 型 でも 同 じ様

な とこ ろ がある。 こ れ は実 は新 しい間 題 で， 個別

企 業内 でも 従 来検 討 を した こと の ない 種 類の もの



であ る。入札 工 事 を選 ぶ 理由 はい う ま でも ない が，

入札 に 費用 が か かる か らで ある。 落札 の見 込 みの

な い 入 札 に 費 用 をか け て 参 加 す る の は 意 味 が な

い。 入 札 に全 く 費用 が かか らな い のな ら， す べて

参 加 して もさ し つか え ない。

従 来， 指名 権 は一 方 的に 発注 者 側 にあ るか ら，

建 前上 そ れ を選 ぶ ある い はこ とわ る 宮由 は受 注 者

側 に 存在 しなか った。 少 なく とも 基 本の 姿 勢は 待

ち である。 もち ろ んほ ん とに 指名 と 落札 を 確保 し

た け れ ば， 建前 外 の工 作 を必 要 とす る。 そう でな

けれ ば 他人 の工 作 を受 入 れ れ ばよ い。

一 般 競争 ない し意 向確 認 は， 強く ある い は弱 い

制 限の なか で は ある に しても， 基本 的 には 入札 参

加 を選 ぶ自 由 を受 注 者側 に あた える も の である。

こう した自 由 をそ れ こそ 自 由に かつ 積 極的 に， 公

然 と 行 便 す る こ と に従 来 の 受 注 者 は な れ て い な

い。 入 札 への 参 加・ 不参 加 は経 営上 の 決定 問 題 と

してあ らた め て 自覚 さ れな くて は なら な い。

参加 ・ 不参 加 間題 はそ れ につ い で入 札 価格 の 決

定 間題 を と もな って いる。 こ のふ た つに 取り 組 む

のは なか な か容 易 でな い。 そ の理 由 は次 の２ 点。

（１） こ れら の判 断 に影 響す る 要因 の 数 がす こぶ る

多く， ま たそ のう ち どれを 主要 な も のと みな せ

る か も あ き ら か で な い。

（２） あ る判 断例 え ば「入札 参 加， 入 札価 格 いく ら」

を選 ん だと して も その 結 果は 確定 してい る 訳 で

はな い。 た かだ か ある 確 から しさ を 推定 で きる

に と ど ま る。

とり あ えず こ の問 題 に影 響す る 要因 は どん な も

の があ る か ？

アメ リカ， イ ギリ ス で入 札 研究 のモ デル に使 わ

れてい る 要因 を， も う ら 的に 調べ た 人間 が いて，

彼 によ る と その 数 は５５ある と いう。 この５５要因 を

吟 味 した 上 でイ ギリ ス の 主 な コ ン トラ ク タ ー３００

社 に 質問 表 を送 り， 彼 等 がそ れ らの 要 因 を どう 評

価 して いる か を調 べた。 調査 の 有効 性， 計 量化 の

８ 建 築 コス ト 研 究 湖５ＷｌＷ 閉

方 法な どは一 切省 略 して，結 果 だけ を示 して おく。

表 一ユ は 入札 参 加・ 不参 加の 決 定要 因 と して， 受

注 者 側 が 重 視 し て い る も の 上 位２０を 狂げる。 表

一 ２ は入 札 価格 に影 響 する と 考え られ ている 要 因

同 じ く ２０で あ る。

表一１ 入札参加に影響をあたえる要因と順位

１． 工 事入 手の 必 要

２， 入 札 考 の 数

３． 似 た プ ロ ジ ェ ク ト の 経 験

４． 手 持ち 工 事量

５
．

施 主 如 何

６． 契 約 条件

７．
プ ロ ジ ェ ク ト の タ イ プ

８． 似 た プ ロ ジ ェ ク ト の 過 去 の 利 益

９
．

プ ロ ジ ェ ク ト の 規 模

ユＯ． 入 札 の方 法 （一 般， 指 名）

！Ｌ 工 事 の性 質 によ るリ ス ク

ユ２．
立 地

｝３． 契 約 の タ イ プ

ユ４． 資 格 あ る ス タ ッ フ

互５． 収 益 率

ユ６
．

プ ロ ジ ェ ク ト の キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

王７， 入 札 期 聞

！８、 他 の プロ ジェ ク トの 入手 可 能性

！９、 労 働力 の 入手 性

２０、 図 書 の完 成度

表一２ 工事費が高くなる要因と順位

｝． 工 事 の 難易 度

２．
工 事 の 性 質 に よ る リ ス ク

３． 手持 ち 工事 量

４． 工事 入 手の 必要

５． 契約 条 件

６、 倒 産 した場 合 の予 測損 害

７． 施 主 如 何

８． 似た プロ ジェ ク トの 過去 の利 益

９． 図 書の 完 成度

１０．
プ ロ ジ ェ ク ト の 規 模



ｕ． 投 資 の リ ス ク

王２
．

契 約 の タ イ プ

ユ３． 収 益 率

１４
．

設 計 段 階 へ の コ ン ト ラ ク タ ー の 参 加

ユ５． プ ロ ジ ェ ク ト の タ イ プ

！６． 似 た プ ロ ジ ェ ク ト の 経 験

１７
．

プ ロ ジ ェ ク ト の キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

１８． 労 賃 変 動 の リ ン ク

１９． 入 手 労 働 力 の 質

２０． 労 働 力 の入 手性

ふた つ の表 に な らん だ要 因 はい ず れも 常識 約 な

も の の 様 に み え る
。 同 じ も の も あ る

。
た だ

，
そ れ

ぞれ の重 み はい く分 違 って い る。 入 札参 加 のベス

トス リー は入 手 の 必要， 入 札 者の 数， 経 験 で， 値

付 け の方 は 工事 の 難易 度， リス ク， 手持 ち 工事 に

な っ て い る。

ま た各 要 因そ れ ぞ れの 独立 性に はいく 分 疑問 が

ある。 例 え ば 工事 の必 要 は手 持ち 工 事蚤 に 強い 関

係 を も っ て い る。 こ の 関 係 も ス タ ッ フ， 労 働 力 な

どの 資 源調 達 に制 約 がな け れ ば成 立 た ない。 これ

は 入 札 が ひ と つ ひ と つ の 独 立 の こ と が ら で は な

く， 連係 した 一連 の事 象 だ という 意 味 であ る。 前

の入 札 の成 否 は次 の入 札 に 影響 する の であ る。 似

た プロ ジェ ク トの 経 験 は 同 じ く 利 益 経 験，
プ ロ

ジ ェ ク ト の タ イ プ
， 施 主

，
立 地 な ど に 関 係 が あ る。

概 して い え ば経験 と は情 報 の濃 さ であ る。 工 事規

模 も似 て いる。 図書 の完 成度 も 情 報問 題 であ る。

工 事 の 難 易 度， 契 約 条 件 ・ タ イ プ
，

リ ス ク，
予 測

損 害
， キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー な ど は 当 該 入 札 の 損 益 に

関 する 個別 的 性質 に 属 しよう。 い ず れにせ よ こ れ

ら の要 因 は１憤位 をつ けて な ら べた だ けで は不 十分

で， 要因 が参 加 ・不 参加， 入札 価 格決 定 にあ た え

る 影響 の 様式， 程度 な ど があき ら か にさ れな い と

い け な い。

こ れは かな り むつ か しい 問題 で 十分 な 解答 が見

出さ れて い る訳 で はな い。 多 少関 連 した研 究 が あ

るだ け であ る。 次 から そ れら に触 れよ う と思う。

１競争戦略
こ の号 ではこ れ 以上 記述 す る余 地 がな いの で，

今後の議論に関係があると考えられる一般論を追

加 し て お く
。

通 常企 業 競 争は 簡略 して い え ば次の 様 式 でお こ

な わ れ る。

（ユ） コ ス ト リ ー ダ ー シ ッ プ

値引 き ない しコス ト節 減 によ って 価 格面 で 他

の 業者 に 優越 す る。 とき に よ れ ば利 は 薄い が そ

の 代わ り 平均 的利 益を求 め る 同業よ り も多く 売

る こ と で回転 率 を高 める。 薄利 多 売。

（２） 差別 化

他の同業者の製晶との差別性 （非価格的な例

え ば晶質， 機 能， デ ザイ ンな どの 面 での） を 強

め， 高価 格 で利 益 率を 平均 よ り高 める。

（３） 得意分野

特定 の得 意分 野 とき に は他 の同 業者 が手 の 出

せ な い 隙き 間 （ニ ッチ） で，（ユ），（２）双 方 の戦 略

を 適 用 す る。

入札 は（１）の 典型 みた い なも の であ る。（２）は設 計

が 確定 し てい る製 晶 つま り在 来 型の 入札 で は余 地

が 少な い。 前 号ま で の様 な複 数 基準 入 札や， ＶＥ
，

デザイ ンビル ドな ど多様 な契 約 方式 に おい ては 可

能 性 が拡 がる。（３）は 入札 に おい ても か なり 意味 を

も って い る。 つ まり 経験 が 深く， 工 事 対象， 工 事

条 件 な どに情 報 を豊 富 にもっ て いる 分 野 で， 企 業

は強 い競 争力 を もつ と 考え ら れる から であ る。
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